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Candidaalbicansを代表 とす るCandidaspp.
は ヒ トの代表 的な 口腔常在 真菌 であ る。宿主 が通
常の状態 では病 原性 を発 揮 しないが,高 齢者 ある
い は免疫不全患 者 などの易感染性 宿主の場合 に 口
腔 カンジダ症 を発症す ることがあ る。我 々はすで
に高 齢者 の 口腔 内 に常 在 す るCandidaalbicans
が カンジダ症 をお こす病原 性 を有 す るこ とをマ ウ
スの感染 モデル を使用 して明 らかに して い る。一
方,高 齢者 で 口腔 カ ンジダ症 が起 きた場合 には,
宿 主 の感染 防御機 能 に 多 くを期待 で きないた め,
抗 真菌薬 の使用が必要 となる。 そ こで,我 々 は高
齢 者の 口腔内 か ら分離 したCandidaspp.に対す
る各種抗真 菌剤の最小 発育阻止濃 度 を測定 した。
ヒ トの 口腔 内 か ら分離 したCandidaalbicans
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が20菌 株 で あった。 これ らの菌 株の 各種 抗真 菌
剤 に対 す る最小 発育阻止濃 度 を酵母真 菌薬剤感 受
性 キ ッ トを 使 用 して 測 定 し た。 抗 真 菌 薬 は
amphotericinB,flucnazole,itraconazole,
voriconazole,flucytosineの5種類 で あった。そ
の結果,Candidaalbicansの2菌株 がitraconazole
に耐 性を示 したが,そ の他 に上記 の薬剤 に対 して
耐性 を持つ菌 は認 め られなか った。
次 にitraconazoleに耐性 を示 した菌 株 と耐 性
を示 さなかった菌株,そ れ ぞれ2菌 株 を口腔 カ ン
ジ ダ症 の マウスモデル を使用 して病 原性 を検 討 し
た。 陽性 コ ン トロール のCandidaalbicansであ
るOH-1は 口腔 カ ンジダ症 を惹 起 したが,4菌 株
は明確 な口腔 カンジダ症 を惹起 しなかった。
口腔 カ ンジダ症 は常在性 のCandidaspp.によ
る 感 染 症 で あ る。Candidaspp.のな か で も
Candidaalbicansなどが宿主 の感染 防御 機 能の
低 下 に伴 って増殖 し,発 症 す る と考 え らて い る。
高 齢者 のよ うに防御機 能が低下 して いる もので は,
治療 において抗真菌薬 の効力 に依 存す る ことにな
る。 その際に耐性菌 が原因菌 で ある場合 は治療 が
困難 となる。抗真菌薬 に対す る感受性 お よび耐性
の状 況 と病 原性 を把握 す る ことで,発 病 の際の有
効 な対処 がすばや く行 える と考 える。
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